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人権コラム　　心、豊かに

まずは知ることから

　毎年４月27日は「哲学の日」です。紀元前399
年のこの日、古代ギリシアの哲学者ソクラテス
が時の権力者から死刑宣告を受けて、刑の執行
として獄中で毒を飲まされて亡くなったことに
由来するとされています。ソクラテスは倫理学
（道徳哲学）の祖であるといわれています。倫
理学とは「人はどう生きるべきなのか」、「正
しい行いとはどういったものか」といった疑問
について研究する哲学の分野の一つです。
　そんなソクラテスの哲学を表すものに「無知
の知（不知の知）」という言葉があります。こ
れは「知らないということを自覚する」という
意味で、ソクラテスが当時、知恵者とされてい
た人たちと対話する中で「知らないことを知っ
ていると思い込んでいる人々よりは、知らない
ことを知らないと自覚している方が、知恵の上
で少しばかり優っている」と気づいた体験から
来たものです。
　これは、様々な人権問題について考える際も
参考とすることができるのではないでしょう
か。例えば「性的少数者」という言葉は知って
いても、自分の周囲にいないと思い込んでいる
と、ふとした瞬間に何気ない言動が当事者を傷
つけてしまうかもしれません。また、障がいの
ある人と接する際にも「車いすを使っている人
にはこの対応」、「視覚障害のある人にはこの
対応」といったように、マニュアル的に接して
しまうと適切な配慮ができない場合もあるので
す。
　このように「解ったつもり」、「マニュアル
通り」の対応をするのではなく、「この人が
今、本当にしてほしいことは何だろう」と考え
対応した方が、より適切な配慮ができるのでは
ないでしょうか。
　「哲学」と聞くと難しく聞こえてしまいます
が、日頃の人権に対する自分の理解がうわべだ
けのものになっていないか、見つめ直す機会に
してみるのはいかがでしょうか。

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

咸
宜
園
・
廣
瀬
淡
窓
等
の

研
究
活
動
を
奨
励
し
ま
す

　
研
究
奨
励
事
業
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
研
究
課
題

①
廣
瀬
淡
窓
、
咸
宜
園
、
咸
宜
園
門
下
生

及
び
私
塾
・
学
校
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す

る
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
、
幅
広
い
分

野
で
の
個
人
の
研
究
活
動

②
の
1

　
①
の
課
題
を
含
む
市
内
在
住
・
出
身
者

に
よ
る
日
田
市
域
の
近
世
か
ら
近
代
に

か
け
て
の
歴
史
・
文
化
を
中
心
と
し
た

個
人
の
研
究
活
動

②
の
２

　
咸
宜
園
門
下
生
子
孫
に
よ
る
咸
宜
園
に

関
す
る
研
究
活
動

■
対
象
者
（
応
募
資
格
）

　
日
本
在
住
の
研
究
者
（
大
学
院
生
を
含

む
）
、
市
内
在
住
・
出
身
者
及
び
咸
宜
園

門
下
生
の
子
孫

■
募
集
期
限　
４
月
30
日
㈮

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
。

■
選
考
方
法

　
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

す
る
審
査
会
で
選
考

※
選
考
結
果
は
６
月
下
旬
頃
に
本
人
宛
に
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

■
採
用
予
定
件
数

　
研
究
課
題
①
・
②　
各
１
件
程
度

■
研
究
奨
励
費

　
①
1
件
50
万
円
以
内

　
②
1
件
10
万
円
以
内

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

前
期
技
能
検
定
試
験

働
く
人
た
ち
の
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検

定
し
、
公
証
す
る
技
能
の
国
家
検
定
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

■
申
込
期
間

　
４
月
５
日
㈪
〜
16
日
㈮

■
申
込
方
法

　
左
記
に
備
付
け
の
申
込
用
紙
を
大
分
県

職
業
能
力
開
発
協
会
に
申
込
み

※
職
種
、
試
験
実
施
日
等
に
つ
い
て
は
、
大
分
県
職

業
能
力
開
発
協
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
４
２
‐
３
６
５
１

　
商
工
労
政
課
企
業
立
地
・
雇
用
労
働
係

　
☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
年
寄
り
が
住
み
や
す
い
環
境
を

お
届
け
し
ま
す

□
対
象　

　
旧
日
田
市
在
住
の
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
単
身
者
及
び
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の

人
□
工
事
内
容

　
軽
微
な
改
善
、
修
理
、
介
護
保
険
対
象

工
事
、
そ
の
他

□
申
込
期
限　
４
月
30
日
㈮

※
申
込
受
付
後
、
対
象
者
に
連
絡
し
ま
す
。

問
高
齢
者
住
宅
環
境
整
備
研
究
会
事
務
局

　
☎
０
8
０
‐
8
4
2
1
‐
６
0
3
2

一
緒
に
器
楽
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

一
緒
に
器
楽
を
や
っ
て
く
れ
る
社
会
人
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

□
と
き

　
毎
週
木
曜
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

□
と
こ
ろ　
ア
オ
ー
ゼ　
音
楽
室

問
ひ
た
器
楽
サ
ー
ク
ル
（
伊
藤
）

　
☎
０
９
０
‐
３
３
８
２
‐
６
７
６
１
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国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
将
来
受
け
取
る
年
金
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
年
金
を
受
け
と
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
に
は
、
便
利

な
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
、
お
得
な
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

　
１
万
６
６
１
０
円
（
月
額
）

問
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

　
健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　
☎
㉒
８
２
７
１
（
市
役
所
１
階
）

成
人
の
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
し
助
成
金
を
支
給

■
対
象
者　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人

①
接
種
日
時
点
で
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の

人
で
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

②
接
種
前
に
風
し
ん
抗
体
価
検
査
を
受
け

た
人

③
令
和
３
年
４
月
１
日
〜
令
和
４
年
３
月

31
日
ま
で
に
接
種
し
た
人

※
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、
追
加
的
対
策
の
風

し
ん
抗
体
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
回
数　
１
人
に
つ
き
１
回
の
み

■
助
成
金
額　

①
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
５
千
円

②
風
し
ん
単
独
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
上
限
３
千
円

※
実
際
に
支
払
っ
た
額
と
右
記
を
比
較
し
、
低

い
金
額
を
助
成
し
ま
す
。
申
請
書
、
抗
体
価

検
査
の
結
果
表
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

左
記
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日
㈭

問
健
康
保
険
課
保
健
医
療
係

　
☎
㉒
8
3
7
0
（
市
役
所
３
階
）

介
護
資
格
取
得
予
定
の
人
を
応
援

次
の
研
修
を
受
講
し
た
人
に
対
し
、
受
講

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修

■
対
象
者

・
日
田
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
人

・
市
税
の
滞
納
の
な
い
人

■
対
象
と
な
る
経
費

　
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
助
成
金
額　

①
対
象
と
な
る
経
費
の
６
割
以
内

②
対
象
と
な
る
経
費
の
８
割
以
内

■
申
請
期
限　

①
研
修
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以

内
（
一
次
助
成
）

②
研
修
修
了
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
ま
で

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

介
護
職
員
初
任
者
・
介
護
職
員

実
務
者
の
研
修
受
講
者
募
集

介
護
資
格
取
得
の
た
め
研
修
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
・
と
こ
ろ

【
介
護
職
員
初
任
者
研
修
】

①
５
月
13
日
〜
７
月
16
日
の
期
間
中
16
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家　

②
（
前
期
）
６
月
１
日
か
ら
３
か
月

　
（
後
期
）
10
月
１
日
か
ら
３
か
月

　
原
則
毎
週
月
・
水
・
金
曜
の
全
38
回　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時
30
分

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

【
介
護
職
員
実
務
者
研
修
】

③
６
月
９
日
〜
８
月
25
日
の
期
間
中
８
日
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園　

■
受
講
料

①
８
万
４
１
２
４
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

②
６
万
６
８
７
１
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

③
無
資
格
者
９
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
所
持
資
格
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

■
募
集
数

　
①
10
人　
②
15
人　
③
20
人

※
各
申
込
書
は
左
記
①
〜
③
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
①
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
虹
の
家

　
☎
㉕
５
０
１
１

　
②
日
田
園
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業
係

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
③
中
津
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
園

　
☎
０
９
７
９
‐
２
３
‐
１
６
１
６

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
共
同
募
金
委
員
会

地
域
助
成
事
業

市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
や
福
祉
団
体
等
の
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
助
成
金
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

■
助
成
内
容

　
令
和
４
年
度
の
活
動
に
要
す
る
物
品
な

ど
直
接
的
な
経
費

■
助
成
対
象

　
市
内
で
活
動
す
る
福
祉
分
野
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人　
等

■
助
成
金
額　
１
件　
上
限
10
万
円

■
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
左

記
に
提
出

■
申
請
期
限　
５
月
31
日
㈪

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
共
同
募
金
委
員
会
事
務
局

　
（
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
☎
㉔
７
０
２
６

令
和
３
年
度
咸
宜
大
学
受
講
生

咸
宜
大
学
と
は
、
日
常
生
活
を
清
く
正
し

く
過
ご
す
と
い
っ
た
「
日
々
是
好
日
」
の

理
念
の
下
、
高
齢
者
の
生
涯
学
習
と
し

て
、
毎
月
１
回
の
全
体
講
座
（
健
康
・
歴

史
・
音
楽
等
）
や
ク
ラ
ブ
活
動
（
合
唱
・

俳
句
・
短
歌
・
俳
画
・
吟
詠
・
歌
謡
・
パ

ソ
コ
ン
・
健
康
）
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

■
受
講
期
間

　
５
月
〜
令
和
４
年
３
月

■
入
学
金

　
年
間
２
５
０
０
円

■
申
込
先

　
左
記
に
入
学
金
を
添
え
て
申
込
み

※
講
座
の
内
容
や
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　
☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

募
集
・
試
験

182021. 4. 1　広報ひた


